
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）第四次稲城市長期総合計画市民会議 

平成20 年9 月

第 2 号 

（仮称）第四次稲城市長期総合計画市民会議の第２回会議を８月

20 日（水曜日）に開きました。 

当日は、参加者が３つのグループに分かれて、『今後の稲城市の

あるべき姿』というテーマで一人ひとり発言し、「豊かな緑を守

りたい」「賑わいのあるまちにしたい」「地域のコミュニティを発

展させたい」「だれもが住みやすく、暮らしやすいまちにしたい」

などの意見が出るなど、活発な討論が行われました。 
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稲城市の人口推移

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

平

成

 

2
年

平

成

 

3
年

平

成

 

4
年

平

成

 

5
年

平

成

 

6
年

平

成

 

7
年

平

成

 

8
年

平

成

 

9
年

平

成

1

0
年

平

成

1

1
年

平

成

1

2
年

平

成

1

3
年

平

成

1

4
年

平

成

1

5
年

平

成

1

6
年

平

成

1

7
年

平

成

1

8
年

平

成

1

9
年

平

成

2

0
年

人
総数 男 女

第２回 市民会議を開催しました 

8 月 20 日、地域振興プラザ会議室において

第 2 回（仮称）第四次稲城市長期総合計画市

民会議を開催しました。 

前回会議の確認に続き、稲城市の風土や歴

史についての認識を深めるため、市制施行 20

周年記念として作成したビデオを観ました。

その後、参加者を 3 つのグループに分けて

分散会形式での活発な質疑応答・意見交換が

行われ、約 2時間の会議は終了しました。 

出席者：21 名  欠席者：8名 

市制施行 20 周年（平成 3 年）の年の 

稲城市は・・・ 

 

【人口 59,154 人、21,304 世帯】 

・平和都市宣言議決 
・第二次長期総合計画・基本計画策定 
・野球場開設（稲城中央公園） 
・総合グラウンド開設（稲城中央公園） 
・北海道女満別町（現・大空町）と姉妹都市提携 
・稲城第一土地区画整理事業完了 

こんなことが 

ありました 

◆事 務 局 からの配 付 資 料  

 市民会議当日、事務局からは以下のような資料を配付しました。 

 

・前回の市民会議の内容を中心にまとめた「市民会議だより（第 1号）」 

・市民会議参加者による作文の論点を体系的にまとめた「これからの稲城について｣ 

・多摩地区 26 市の長期総合計画に示されている将来都市像、施策の大綱等の一覧表 

・地勢から教育、福祉など、稲城市のあらゆる分野の基礎的な統計資料を掲載した 

「統計いなぎ 平成 19 年度版｣ 

・稲城市の財政の状況や今後の課題についてまとめた｢稲城市財政白書(平成 18 年度決算)｣ 

・人口や面積、産業分類別事業所数などの状況を多摩地域や特別区の状況などと比較し

た｢(仮称)第四次稲城市長期総合計画策定に関わる基礎データ｣ 

 稲城市の人口(住民基本台

帳人口)は、男女ともに年々

増加を続け、本年９月１日

現在、８１，８９０人とな

りました。 
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＜＜豊豊 かか なな 緑緑 （（ 自自 然然 ）） をを 守守 りり たた いい＞＞  

 

 

 

 

 

 
  

＜＜賑賑 わわ いい のの ああ るる まま ちち にに しし たた いい＞＞  

 

 

◆分 散 会 での議 論  ～今 後 の稲 城 市 のあるべき姿 ～ 

 第 2 回市民会議では、参加者が 3 つのグループに分かれて、それぞれ｢今後の稲城市のあるべ

き姿｣をテーマに、考えを発表しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは、発表された参加者の「想い」の一部を紹介します。 

 

分散会の様子

      
  グループ名は、稲城特産の梨にちなんで、 

○ 豊水 ＜ほうすい＞ 

○ 新高 ＜にいたか＞ 

○ 稲城 ＜い な ぎ＞ 

 としました！ 

稲城は自然が多く住みやすい

都市。この良さをずっと残し

たい。 

多摩弾薬庫跡の自然は、他にはない貴

重なもの。将来、一大観光地になるの

では？ 

市内に広がる梨畑を、子孫の

代に残していきたい。 
緑がずいぶん減っている。 

これ以上減らないようにした

い。 
開発が進み、緑が減

ってしまうことが心

配。 

ナショナルトラストなど

も含めて、緑を保全する方

策を検討しないと。 

市内を通る鉄道の駅前に、デパート

や銀行などを誘致したい。 

農業や伝統産業など産業を興

して、就労の場を作りたい。
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＜＜イイベベンントトをを通通ししてて、、地地域域ののココミミュュニニテティィをを発発展展ささせせたたいい＞＞  

 

 
 
 
 
 

＜＜だだれれももがが住住みみややすすくく、、暮暮ららししややすすいいままちちににししたたいい＞＞  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回の市民会議  

次回の市民会議は、9月 11 日（木）に開催いたします。今回出しあった｢今後の稲城市

のあるべき姿｣を参加者全員で確認し、あるべき姿の実現に向けた方向性を議論します。

稲城の特産品：梨 稲城の特産品：ぶどう

(仮称)第四次稲城市長期総合計画市民会議 市民会議だより 

❉お問い合わせ❉ 

 稲城市企画部長期総合計画担当 

〠206-8601 稲城市東長沼 2111 

  042-378-2111 内線 537 

地域のコミュニティの結びつき

が弱い感じ。自治会などの組織

に入りやすくしないと。 

地域でイベントを行うと 
よいのでは？ 

イベントの参加者が、いつも同じ人。 

参加していない人をどう呼ぶか・・・ 

保育園が足りないし、地域間のバ

ランスが悪い。もっと長く延長保

育をしてほしい。 

市立病院への交通の便が良くな

い。交通の便の良いまちになると

よい。 

障害のある子どもが安心して

暮らせるまちにしたい。 

外国人が暮らしやすいま

ちにしたい。 

特色のある学校教育で、

稲城をアピールしたい。

会議の席上で、参加者からも独自資料が提出されま

した。平成 15年以降の稲城市の人口の推移が男女別、

年代別にまとめられているほか、地域別の人口・世

帯数の推移も分かる資料です。今後の議論の参考に

なると思われます。 


